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春の 雪 ふる 宵に、 わたしが 小石 川の 青蛙 堂に 誘い出 

されて、 もろもろの 怪談 を 聞かされ たこと は、 さきに 

発表した 「青蛙 堂 鬼談」 にく わしく 書いた。 しかし そ 

の 夜の 物語 は あれ だけで 尽きて いるので はない。 その 

席上で わたしが ひそかに 筆記した もの、 あるいは 記憶 

にと どめて 書いた もの、 数うれば まだまだ たくさん あ 

るので、 その 拾遺と いうよう な 意味で 更に この 「近代 

異妖 編」 を 草す る ことにした。 その なかには 「鬼 談」 

というと ころまで は 到達し ないで、 単に 「奇談」 とい 



う 程度に とどまって いるもの もないで はない が、 その 

異なる もの は 努めて 採録した。 前編の 「青蛙 堂 鬼談」 

に 幾分の 興味 を 持 たれた 読者が、 同様の 興味 を もって 

この 続編 を も 読了して くださらば、 筆者の わたしば か 

りで なく、 会主の 青蛙 堂 主人 もお そらく 満足であろう。 

これ は S 君の 話で ある。 S 君 は 去年 久し振りで 郷里 

へ 帰って、 半月 ほど 滞在して いたと いう。 その 郷里 は 

さぬ き 

四国の 讃岐 で、 A という 村で ある。 

「なにしろ 八 年ぶりで 帰った の だが、 周囲の 空気 は 

ち つ とも 変らない。 ま つ たく 変ら な 過ぎる くら い に 変 



ら ない。 三 里 ほど そばまで は 汽車 も 通じてい るの だが、 

ほとんど その 影響 を 受け ていない らし いのは 不思 議だ 

よ。 それでも 兄な どに いわせる と、 一年 増しに 変って 

行く そうだが、 どこが どう 変って いるの か、 僕たちの 

眼に はさつ ばり 判らな か つ た。 」 

S 君の 郷里 は 村と いっても、 諸国の 人の あつまって 

くる 繁華の 町に つづいて いて、 表通り は ほとんど 町の 

ような 形 をな している。 それ にもかかわらず、 八 年ぶ 

りで 帰郷した S 君の 眼に は なんらの 変化 を 認めな か つ 

たという ので ある。 

「そんな わけで 別に 面白い こと も 何にもなかった。 勿 



論、 おやじの 十七 回忌の 法事に 参列す るた めに 帰った 

ので、 初めから 面白ず くの 旅行ではなかった の だが、 

それにしても 面白い ことはなかった よ。 だが、 ただ 一 

つ —— 今夜の 会合に はふ さわし いかと 思われる ような 

出来事に 遭遇した。 それ を これから お話し 申そう かご 

こういう 前置き をして、 S 君 はしず かに 語り 出した 

僕が 郷里へ 帰り 着いた の は 五月の 十九 日で、 あいに 

こさめ 

くに 毎日 小雨が けぶ るよう に 降りつ づけて いた。 おや 

じの 法事 は 二十 一 日に 執行され たが、 ここら は 万事が 

旧式に よるの だから なかなか 面倒 だ。 ことに 僕の 家な 



ど は 土地で も 旧家の 部で あるから いよいよ 小うる さい _ 

勿論、 僕 はなん の 手伝い をす る わけで もな く、 羽織袴 

でた だう ろうろ している ばかりで あつたが、 それでも 

いい加減に 疲れて しまった。 

式が すんで、 それから 料理が 出る。 なにしろ 四 五十 

人の お客様と いうので あるから 随分 忙 がしい。 おまけ 

にこうい う 時に うんと 飲もうと 手ぐ すね を 引いて いる 

連中 も あるの だから、 いよいよ 遣り切れない。 それで 

ごにち ま 

も 後日の 悪口の 種を播 かないよ うに、 兄 夫婦 は 前から 

かなり 神経 を 痛めて いろいろの 手配 をして 置いた だけ 

に、 万事が とどこお りなく 進行して、 お客様 いずれも 



僕 はもう その 人の 顔 を 忘れて いたが、 あとで 聞く と、 

それ は 町で 糸屋 をして いる 成 田と いう 人であった —— - 

は、 大いに それ を 信じて いるら しい。 彼 は いわゆる 東 

京の 人に 対して、 雄弁に それ を 説明した。 

この 村 はずれに 小 袋 ヶ岡と いうの が ある。 僕 は 故郷 

げんき てんしょう 

の 歴史 をよ く 知らないが、 かの 元 亀 天 正の 時代に は 

長 曽我部 氏が ほとんど 四国の 大部分 を 占領して いて、 

天 正 十三 年、 羽 柴秀吉 の 四国 攻めの 当時に は、 長曽我 

部の 老臣 細 川 源 左衛門 尉と いうの が讃岐 方面 を 踏みし 

たがえ て、 大いに 上方 勢 を 悩ました と 伝えられ ている _ 

その 源 左衛門 尉の 部下に 小 袋 喜 平 次秋忠 というの が 



する に は 及ばない。 ただ 勝手に 啼 かして 置けば いいよ 

うな もの だが、 人間に 好奇心 というものがある 以上、 

どうも そのままに は 捨て置かれな いので、 村の 青年団 

が 三、 四 人ず つ 交代で 探険に 出かけて いるが、 いまだ 

に その 正体 を 見いだ す ことが 出来ない。 その 啼声も 絶 

えずき こえる ので はない。 昼の あいだ はもち ろん 鎮ま 

り 返って いて、 夜 も 九 時 過ぎてから でなければ 聞え な 

い。 それ は 明 神 跡 を 中心として、 西に 聞え るかと 思う 

と、 また 東に 聞え る こと も ある。 南に あたって 聞え る 

かと 思う と、 また 北に も 聞え ると いう わけで、 探険 隊 

も その 方角 を 聞き 定める のに 迷って しまう というの だ _ 



そこで、 その 啼声 だが —— 聞いた 者の 話で は、 人で 

けもの 

なく、 鳥で なく、 虫で なく、 どうも 獣の 声ら しく、 そ 

の 調子 は、 あまり 高くない。 なんだか 池の 底で むせび 

泣く ような 悲しい 声で、 それ を 聞く と 一 種悽愴 の感を 

おぼえる そうだ。 小 袋 ヶ岡の 一 件と いうの は 大体まず 

こういう わけで、 それが ここら 一円の 問題と なって い 

るの だ。 

「どうです。 あなたに も 判りません かご と、 井沢 は 僕 

き 

こ trt ヽ ヒ。 
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「わかりません な。 ただ 不思議と いうば かりです ご 

僕 はこう 簡単に 答えて 逃げて しまった。 実際、 僕 は 



「妙な 噂 を 聞いた から、 駐在所へ 行って 聞き合せ てみ 

たら、 まったく 本当 だそう だ ご 

「妙な 噂 …… 。 なんです かごと、 僕 は 顔 を ふきながら 

PC ヽ ~J。 
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「どうも 驚いた よ。 町の 中学の M という 教員が 小袋ケ 

岡で 死んで いたそう だ ご と、 兄 もさす がに 顔の 色 を 陰 

らせ ていた。 

「どうして 死んだ のです かご 

「それが 判らない。 ゆうべの 九 時 過ぎに、 青年団が 小 

袋 ヶ岡へ 登って 行く と、 明 神 跡の 石の 上に 腰 を かけて 

うつむ 

いる 男が ある。 洋服 を 着て、 ただ 黙って 俯向いて いる 



はない の だから、 彼等の あいだに は 何の 連絡 もな く、 

みな 別々 に 小 袋 ヶ岡へ 踏み込ん だものと 認められない 

こと もない。 そんなら 辰 子 は なぜ 死んだ かとい うと、 

かれは 山 木の ひとり 娘で、 家に は 相当の 資産 も あり、 

家庭 も 至極 円満で、 病気 その他の 事情がない 限 リは自 

殺 を図リ そうな はずがない というの だ。 こうなる と、 

何が なんだか 判らなくなる。 

さらに 一 つの 問題 は、 M という 中学 教員が 腰 を かけ 

て 死んで いた 石と、 辰 子が 腰 を かけて 死んで いた 石と 

が、 あたかも 同じ 石であった という こと だ。 その あた 

りに は 幾つかの 石が 転がって いるのに、 なぜ 二人とも 



が あるので、 更に そこ を 掘り下げ ると、 小さい 石の 

こまいぬ 

泊 犬が あらわれた。 それだけ ならば 別に 子細 もない が、 

その 拍 犬の 頸の まわりに は 長さ 一 間 以上の 黒い 蛇が ま 

き 付いてい るの を 見た ときには、 大勢 も 思わず あっと 

叫んだ そうだ。 

蛇 はわず かに 眼 を 動かして いるば かりで、 人 をみ て 

逃げよう ともせず、 あくまでも 犯 犬の 頸 を 絞め 付けて 

いるら しく 見える の を、 大勢の 鍬 や ショベルで 滅茶滅 

茶に ぶち 殺して しまった。 生 捕りに すれば よかった と 

あとで みんな は 言って いたが、 その 一刹那に は 誰も 彼 

もが 问 だか 僧ら しいよう な S: ろしい ような 心 持に な つ 



の 泊 犬と その 台石と は 掘り返され たままで 元のと ころ 

に 横たわつ ていた。 

「むむ、 なかなか よく 出来て いるな ご と、 兄 は 拍 犬の 

精巧に 出来て いるの をし きりに 感心して 眺めて いた。 

それよりも 僕の 胸 を 強く 打った の は、 かの 四角形の 

台石であった。 かの M という 中学 教員が —— おそらく 

その 人であった ろうと 思う —— ステッキで 僕に 指示し 

て、 「もし 果して 石が 啼く とすれば、 あの 石ら しいので 

す」 と 教えた の は、 確かに かの 石で あつたの だ。 M は 

それに 腰 を かけて 死んだ。 辰 子と いう 女 も それに 腰 を 

かけて 死んだ。 そうして、 その 石の そばから 蛇に まき 
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